
（氏名） 深田 正紀 公募 班員 

（所属・職名）  

自然科学研究機構・生理学研究所・生体膜研究部門・教授 

（電話） 

0564-59-5873 

（FAX）  

0564-59-5870 

 

(E-mail)    
mfukata@nips.ac.jp

（URL）                    
http://www.nips.ac.jp/fukata/ 

（研究テーマ） 
 パルミトイルサイクルによるＧ蛋白質の動態制御機構 

（メッセージ） 
 パルミトイル化脂質修飾は G蛋白質を初めとする多くの機能蛋白質を修飾し、蛋白

質の細胞膜への局在化及び機能を制御する。神経シナプスは神経伝達を担う特殊な膜

構造でありパルミトイル化脂質修飾によってこれら機能蛋白質が集積し、シナプス伝

達、可塑性を制御している。私は最近見出したパルミトイル化酵素を手がかりとして

G蛋白質(三量体 G蛋白質、低分子量 G蛋白質など)の動態制御機構を明らかにし、神

経シナプス機能との関連を明らかにしたい。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

・ パルミトイル化基質蛋白質の責任酵素のスクリーニング法 

・ パルミトイル化酵素群の発現ベクター 

 


